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~J'. a1eu Merimee cette nu1t . -~ 
-George Sand et Prosper Merimee— 
山方達雄
ジョルジュ・サンドの数多い恋愛については、古くから、いろいろの研究や
考証がなされており、その事実の確認という点で、疑問の余地がなくなってき
ているものが多い。しかし、その中で、メリメとの一件については、従来、こ
れほど、面白おかしく、語りつがれ、数々の伝説が派生しているにもかかわら
ず、その多くは、事実から離れたり、 ニャニャしながらの言及であり、真剣
に、そのもつ意味を考えてみようとしたものは、数少ないようである。
しかし、その、 1833年という時期は、サンドの作家としての新生のごく初期
であり、しかも、女性として、はじめて、大胆卒直に、愛の喜ぴを、身体で感
じられない女性の悩み、不幸というものを訴えた Leliaの執筆の時期に当って
おり、そのことを考えれば、当時の彼女の精神状態を正しく把握する、という
意味で、このメリメとの愛を正しく理解することが、とりもなおさず、この重
要な作品である、 Leliaの解明のためにも、いかに大切であるかが、理解され
るであろう。
とはいえ、もちろん、今となっては、そして、ことがことだけに、当事者双
方からも、そしてその周辺からも、正確な資料を、豊富に求めることは、きわ
めて困難なことは、言うまでもない。そこで、この小論においては、諸家の種
々の説を、取捨選択し、できるだけ正確に、 真実に近ずくことを試みてみた
い。
??
サンドとメリメの接近は、 1833年のはじめ、と見るのが妥当のようである。
そこで、まず時間を追って、 2人が面識をもつにいたる経緯をみていくことに
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しよう。的確な資料として、ちょうど、最初に接近していった、サンドの手紙
がある。
このころ、政府の高官であり、すでに作家としての名声も定まっていたメリ
メに、作家として、ようやく一人歩きをはじめたばかりのサンドは、憧憬の念
のまじった関心を持ちはじめる。
1832年9月3日、彼女は、ノアンの里から、パリの EmilePaultreへ、約
束の Revuede Paris をなかなか送ってこないことに、文句を言っているが、
この手紙が、現存する手紙の中で、メリメに関心を示した最初のものである。
この雑誌の ≪ledernier numero…OU i y a du Merimee que je suis im-
patiente de lireいというわけである。
同じ年の暮、彼女は、そのころ知りあったばかりの GustavePlaucheに、
さっそく、彼がメリメについて書いた記事ののった Revuedes・Deux Mandes 
を貸してくれるよう頼んでいることが、 Plauche のサンドあての手紙から判
る2)。 これらは、いずれもメリメに対する作家的興味しか示していないようで
あるが、メリメがロンドンからパリに戻ってくると 3)、 直接、本人に会ってみ
たいという彼女の気持が、はっきり形をとってくる。すなわち、メリメの著書
をもっぱら出版していた本屋の HippolyteFournier にあてて、 33年の 1月
20日ごろ、 彼女は、 ≪Quand vous verrai-je, et quand verrai-je Clara 
Ga之ul?>4)と、彼に会ってみたい希望を表明している。そして、 1月25日ごろ
1) SAND (George), Correspondance (Textes reunis, classes et annotes par 
Georges Lubin), Paris, Garnier (Classiques Garnier), 1966, t. II (1832-juin 
1835), p. 155. 8月25日に発行された同誌に、メリメは、 LesVoleurs en Espagne 
を発表している。
2)≪Je remets chez votre portier les portraits que vous m'avez demandes 
et celui que je vous ai promis comme terme de comparaison, Alfred de 
Vigny, Merimee et les deux autres qui n'ont pas de nom.≫(SAND, op. cit., 
p. 199) 
3) メリメは、 33年 1月15日に、パリに到着している。 (cf.p AILLERON (Marie-
Louise), George Sand Histoire de sa vie, Paris, Grasset, 1938, p. 199. 
4) SAND, op, cit., p. 237. 
(1:26) 
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と想定される、同人あての手紙では、彼と Plancheの尽力で、いよいよメリ
メに会えそうになったことを知らせて、こう言っている：
Mr Planche m'avait dit par hasard que Mr Merimee n'avait lu 
aucun de mes livres. Alors, je m'etonnais du desir qu'il t血 oignait
de me voir, et je craignais que, dans !'intention obligeante de 
m'etre agreable, vous n'obtinssiez de lui cette demarche, comme 
une marque d'amitie pour vous. J'avais charge Mr Planche, au 
cas OU il rencontrerait M. Merimee, de savoir de lui, d'une maniere 
plus ou mains adroite, s'il n'aurait pas en effet quelque repugnance 
a voir une personne a laquelle il ne pouvait s'interesser sous aucun 
rapport, et qui desirait pourtant lui t血 oignerson admiration. Mr 
Planche a mieux aime le questionner ouvertement a cet egard, et 
jt: suis reconnaissante de la peine qu'il a prise, puisqu'il a obtenu 
un resultat passable. Mr Merimee lui a confirme la bienveillance 
qu'il vous avait exprimee sur mon compte, et l'espoir que vous 
m'aviez donne de Je recevoir…1) 
この手紙からは、サンドが、強くメリメに会いたがっていたことと共に、メ
リメの方も、この新進の女流作家に（その作品を一つも読んではいないのに）
かなりの関心を示していることが判って興味深い。
ついで、 1月27日付けの、 Plancheのサンドあての手紙によると、ついにメ
リメが Fournierと一緒に、翌28日月曜の晩に、彼女と会ってもよい、と言っ
てきていることが判る”。彼女は長い間望んでいたその日がいよいよ決ったこ
とを喜ぶが、あいにくその日に限って具合が悪い。彼女は、 Fournierに日延
ベを頼む：
J'apprends que la visite tant desi函 deMonsieur Merim如 est
resolut: pour ce soir. Et precisement ce soir, j'ai la seule obJigation 
I) SAND, op. cit., p. 240. 
2) cf. S紐 n,op. cit, p. 239, note 3. 
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qui me soit tombee sur la tete depuis bien longtemps. Tachez de 
me remettre a demain cette bonne fortune. Tous les soirs, excepte 
mardi prochain, ou le jour solennel de Lucrece Borgia, j'attendrai. Faites 
qu'il ne se decourage pas des eternelles negociations qui se sont 
elevees a propos d'une chose si peu importante pour lui, mais si 
prec1euse pour m01. ・1)
ここで注目すべきことは、こういう、ランデヴーの日どりの決定、その取り
消し、といったじらし作戦が、サンド側から始められていることである。 2人
の面識ができてからも、この作戦が、 しばしば取られていることは、 Partu-
rierがメリメの害簡集を編さん刊行した時に、 2月と想定し、 Lubin氏が、
サンドの夫の上京の日付けから見て4月とすべきだと訂正している、メリメか
らサンドにあてた手紙によっても明らかである：
≪Je suppose qu'un diplomate rei;oive une demande d'audience de 
quelqu'un qui l'ennuie. Il donnera cette audience mais, il aura 
une nevralgie au jour indique. Le lendemain il s'excusera et si on 
le vient voir encore on apprendra qu'il a oublie le rendez-vous et 
qu'il est sort!. 
≪Comme vous n'etes pas diplomate je crois a votre nevralgie, je 
crois que vous etes sortie maritalement avec Mr Dudevant, je croi-
rai tout ce que vous voudrez. 
≪Cependant, je vous serais bien oblige de me dire, si vous etes 
guerie, si votre mari sort quelquefois tout seul, enfin si j'aurais 
quelque chance de vous voir sans vous ennuyer et sans vous con-
traner. .2) 
ついで、一月末と想定される Plancheあてと思われる手紙で、彼女は、相
変らずメリメの書を愛読していることを書いている：
1) SANo, op. cit., p. 244. 
2) cf. SAND, op. cit., p. 295, note 2. Lubin氏は、 4月18日と推定している。
(428) 
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Bonjour mon ami. Eh bien? 
Je vous envoie Merimee. Je l'ai avalもcettenuit. C'est adorable 
comme tout ce qu'il fait…1) 
この頃には、 2人はその最初の出会いを持ったと想定されるが、何らその正
確な日付けを証明する資料はない。 GeorgesLubin氏は、 2月の始め、とそ
れを推定しているが2)、 その積極的な証拠は何もない。ただ、その後の手紙の
親密さから、逆算的に証明されるようではある。
さて、 2月に入って、 18日、 GustavePlancheが、メリメに会った時の模
様を彼女に書いているが、メリメの彼女に対する興味の高まりが、そこから読
みとれるようである：
J'ai vu, mercredi dernier, chez Gerard, Prosper Merimee qui m'a 
beaucoup parle de vous, et tres bien. a) 
それからの 1ヶ月は、 2人に関する資料に欠ける。 3月の初め、 2人の間に
大きな影蓉を与えたと思われるJulesSandeauとの破局が訪れる 4)。彼女は、
親友の EmileRegnaultにあてて、 別れた Julesへの思いやりをも示しつ
っ、その心の痛みを次のように書いている：
Mon ami, allez chez Jules, et soignez son corps. L'ame est bri-
see, vous ne la releveriez plus. N'essayez pas. Je ne vous appelle 
point pres de moi encore, je n'ai besoin de rien, je desire meme 
etre seule aujourd'hui. Et puis il n'y a plus rien pour moi dans 
la vie. Tachez que Jules vive, ce sera horrible pour lui pendant 
longtemps, mais enfin il est si jeune. Un jour peut毛treil n'aura 
pas regret d'avoir vecu. 
N'essayez pas de detourner le mal, cette fois il est sans remede. 
1) SAND, op. cit., p. 246. 
2) SAND, op. cit., p. 295, note 2. 
3) SAND, op. cit., p. 262. 
4) Lubin氏は、有名な洗濯女の伝説を排除しつつ、 2人の破局を、 3月6日と
想定している。 cf.SAND, op. cit., p. 178, note 1. 
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Nous ne nous reprochons rien l'un a l'autre, nous luttons depuis 
assez de temps contre cette affreuse necessite…1) 
このころの彼女にとっては、自分の心のうちを見つめ、 Leliaの中に定着さ
せることと 2)、 この年のはじめに知り合い、 たちまち、大の仲良しになった
Marieとが、 彼女の心にどれほどの慰めを与えてくれたことだろう。 ところ
で、このころの2人の交友は、サンドとメリメの主題に、重要なカギを握って
いるので、ここで、その点を少し、ほりさげてみてみよう。
破局の直前、サンドは Dorvalに、舞踏会の予約を取りけしてくれるよう頼
み、 ≪D'affreuxchagrins me. sont tombes sur la tete, et j'ai bien plus 
d'idees de mort que de plaisir. Si vous etes bonne et compatissante, 
vous viendrez me voir bientot.≫3>と書いている。 また、破局の直後には、
≪Chere Marie, voulez-vous que j'aile causer avec vous ce soir? J'en 
ai bien besoin, je suis bien affiigee . ≫''と、マリーに支えを求めている。
悩める Leliaにとって、汚れざる Pulcherieの許にかけつけることは、何よ
りの慰めとなるものだからである：
Je ne peux pas vous voir aujourd'hui ma cherie. Je n'ai pas 
tant de bonheur. Lundi matin ou soir, au theatre ou曲nsvotre 
lit, il faudra que j'aile vous embrasser, madame, ou que je fasse 
quelque folie ! Je travaille comme un for~at, ce sera ma recom-
pense… 6) 
そして、 3月26日、 Sandeauは、イタリヤ旅行に旅立つ。伝説では、サン
ドがせっせとトランクに荷物をつめる手伝いをし、送り出したということにな
っているが、何の証拠もないことである。
1) (Paris, 6 (?)mars〕・ SAND,op. cit., p. 272-3. 
2) U伽は、 1月8日に Dupuyと正式に契約され、 2月25日には、初めの 1
巻ものという予定を変えて、 2巻ものにするという契約変更が行なわれている。
3) a Morie Dorval (5(?)mars). (SAND, op. cit., p. 269). 
4) 7 (?)mars. (SAND, op. cit., p. 274-5). 
5) SAND, 咆 cit.,p. 286. 
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さて、いよいよ 4月。 17日に、夫 Casimirが息子 Mauriceを College
Henri IVに入れるために、父子そろって上京してくる 1)。 もっとも夫が来て
も、彼はめったに妻の quaiMalaquais lW晋地には来ないので、彼女の自由
はさして拘束されない。さきに引いたメリメの、かなり親密な手紙 (50ページ
註2)のもの）と同じく、 この頃のサンドの手紙には、本気で彼を愛するように
なってしまった彼女の姿が、はっきりと読みとれる：
Je voudrais bien vous voir ce soir. M涵svous etes enrhume et 
~•on me forcera peut-etre a sortir; Aurez-vous le courage de venir 
jusqu'a ma porte a 9 heures, pour savoir si j'y suis? Si cela vous 
ennuie beaucoup, ne le faites pas. Je suis plus resignee que vous 
ne pensez…2) 
ここで、 Armandde Pontmartinが登場する。彼の Mesmemoiresの一節
が；この一件を扱う際に、多くの人々によって、くりかえし引用され、すっか
り有名になってしまったからである。論を進める都合で、ここでもその一節を
見ておかなければならない：
≪Merimee avait fait (pour quarante-huit heures) la conquete de 
M"'e Sand, par la cranerie avec laquelle, bravant tout respect hu-
main, il s'etait montre a tout le Paris elegant, au haut du grand 
escalier de l'Opera, portant sur son epaule la petite Solange, en-
dormie au dernier acte de Robert le Diable.8) 
Therese Marix-Spireは、この Pontmartinの証言はそう確実なものでは
ないが、一応信用すれば、この Robertle Diableは、 1833年4月8日に再演さ
れ、大評判になったもので、その後、 4月22日、 5月1日、 IO日、 30日にも再
演されているので、したがって、サンドとメリメの関係は、これらの上演日の
I) cf. SAND, op. cit., p. 295, note 2. 
2) 20 avril (?). (Lubin氏は、この手紙の結びの ≪Samedi≫ からこの手紙を4
月20日と推定している。
3) Cite par Maurice Parturier, in lJ; 加紐#riencede Ulia ou le fiasco du comte 
G叫， Paris,Le Divan, 1934, p. 12. 
(491) 
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いずれかにさかのぼり、 2人の恋は、 33年4月と日付けをつけうる、と言って
いる内 では、もし、本当に、このオペラ座の一件が事実だとすれば、そして
それが、 4月だとすれば、それは 8日であろうか、 22日だろうか。 Parturier
は、それを ≪clansles premiers jours d'avril 1833≫ とし2)、その他の多くの
サンド伝の筆者たちは、ほとんど、ただ ≪unsoir d'avril 1833≫ としているの
が多い。一方、 Lubin氏は、さきに引いたメリメの手紙(4月18日と推定して
いた）と、夫の上京（たぶん4月17日）、および、サンドのメリメあての、さき
に引いた 4月20日と推定される手紙とから、それを 4月22日のオペラ座の上演
の時と考えている。
一応、オペラ座に関しては、 4月22日としてみよう。と、すると、 2人が一
緒にセーヌ河岸を散歩し、うちそろって quaiMalaquais 19のサンドの家に
行ったのは、同じ日であろうか、それとも別の日であろうか、という問題が、
次に起る。 CasimirCarrere氏は、この点に触れているが、 ≪Est-cece soir-
a ou le lendemain qu'elle se donna a lui? Peu importe, l'heure 
n'allait pas tarder.≫3)と述べているだけである。もっとも、 こうとしか、ほ
かに言いようがない、ということも事実であろう。
では、その「ある日」に、サンドと一緒にメリメが彼女の部屋に上ったとし
よう。 Parturierは、それからあとの事のなりゆきの詳細を、のちに、メリメ
自身から、直接口述筆記したという ChancelierPasquier のメモを、前ペー
ジ註3)の小冊子の中で利用している 4)。そこで、この有名なくKH.B.≫ なるもの
を、次に見てみよう：
1) MARIX-SPIRE (Therese), Les Romant如ueset la m亙queLe cas George Sand 
1801:-1838, Paris, Nouvelles Editions Latines, 1954, p. 296 et notes. 
2) PARTURIER, op. cit., p. 14. 
3) CARR立RE(Casimir), George Sand amoureuse ses amants ses amities tendres, 
Paris, La Palatine, 1967, p. 126. 
4) PARTlTRIER, op. cit., p. 15. ≪(Des details) ont ete consignes, presque sous 
la dictee de Merimee, en marge d'une copie calligraphi如 duH.B.≫ なお、
Lubin氏は、このメモを取ったのは、 comted'Haussonvilleだとみられている
と述べている。 (cf.SAND, op. cit., p. 321, note 1) 
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≪Depuis quelque temps, j'etais amoureux de Mm• Sand, et dans 
une belle soiree d'ete, m'etant promene avec ele sur le bord de la 
riviere dans l'etendue du quai Malaquais, je lui renouvelais mes 
instances pour qu'elle voulut bien m'accorder la faveur que je sol-
licitais en vain depuis quelque temps.≫ 
―≪Allons, me repondit-elle, je le veux bien, qu'il soit fait ainsi 
que vous le desirez, puisque cela vous fait tant de plaisir, car en ce 
qui me concerne je dois vous declarer que je suis tres sure de n'en 
avoir aucun.≫1) 
この文の〈〈unebelle soiree d'もte≫ という箇所と、終りの、サンドが、「私
は全然喜びを感じないのが、はっきり判っている。」と言っている箇所とに注意
しなければならない。
第一の問題点は、さきに、 「4月22日かそのすぐあとのある晩」と仮定して
おいた問題と低触する。これまで、この Parturierが提出したこの ≪copie
calligraphiee〉〉の余白に書かれたという一文は、ずい分多くの人々によって利
用されているが、この ≪d'ete≫ に気をつけた人は、 Lubin氏だけのようであ
る。ところで、 Parturier自身は、はじめに引いた A.de Pontmartinが、そ
の Memoiresの中で、問題の晩を、 <≪<peude temps avant sa rencontre≫ 
avec Merimee, en Avignon (septembre 1834)≫ としていることを述べなが
ら叉ーもちろん34年夏と考えることは問題にならないとしても一それ以上何
ら、「夏」ということを問題にせず、 33年4月初め、としている。
この点についての、もう一つの資料は、 Charles Didierの日記である。彼
は、その中で、 6月29日に、 ≪S(ain)te-B(euve)me raconte les turpitudes 
de Mad(ame) Dud(evant) qui se donne(ou: s'est donnee) a Merimee, 
dure 20 jours la fac(c) enda…≫ と書いている 3)。これは、サント・ブーヴか
1) PARTURIER, op. cit., p. 16ー17.
2) PARTURIER, op. cit., p. 12. 
3) SAND, op. cit., p. 321, note 1. 
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らの叉聞きであり、そのサント・ブーヴがサンド自身から長文の告白の手紙を
受けとるのは、 7月24日であり、この時は、末だうわさにもとづくものでしか
ないわけで、事件後すぐ聞いたのか、しばらくしてやっと知ったのかは判らな
いわけである。 Lubin氏は、 H.B.は1850年ごろ、つまり事件後17年のもので
あり、 5月18日の Paultreへの手紙から考えても、 ≪unebelle soire≫ では
あっても、 ≪deprintemps≫ だ、それも、 Parturierの言う、「4月初め」では
なく「4月末」の、と主張している 1)0 
つぎの資料は、サンドの7月24日の、有名な、サント・ブーヴヘの告白の手
紙である。その半ばで、彼女は、次のように言っている：
J'ai senti que !'amour ne me convenait pas plus desormais que 
des roses sur un front de soixante ans, et depuis trois mois (les 
trois premiers mois de ma vie assurement!) je n'en ai pas senti la 
plus legere tentation. 
J'en suis done la—J'espere, je me repose, j'ecris, j'aime mes en-
fants et je souffre peu.'Je marche vers I'ide Trenmor sans trop di-
vaguer. 2) 
ここで、サンドが、 6月の中旬に Mussetと出会い、 24日に、 はじめて手
紙が交換され、急速に2人の仲が接近し、おそらく 7月29日に彼女は、 Mus-
setのものになっている、ということを考えあわせるならば、「夏」とは、いっ
そう考えにくくなる。
さらに、このサンドの手紙にでてくる「3ヶ月」という表現の持つ意味は重
要である。 Lubin氏は、これをも、「春」説の重要なカギとしているが、まさ
に、文字通りに 3ヶ月を逆算すれば4月末になる。
ところが、ここにもう一つ厄介な資料がある。 それは、 Vignyの日記であ
I) Id. なお Paultreへの手紙は、明らかに、サンド＝メリメの一件を知って、
彼が怒って出した手紙への返事である。 cf.SAND. op. cit., p. 309. 
2) SAND, op. cit., p. 375-6. この3日間にわたって害かれた長い手紙は従来7
月6日とされていたが、 195弘FSodergardが 22-24juiletとし Lubin氏は、
24日としている。
(4!14) 
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る。この資料は、サンドと MarieDorvalの交友については、 よく利用され
るが、 メリメとの問題に関しては、 無視されているものである。 が、 この
Vignyの carnetをもとに編さんされた日記の、 1833年の次の箇所に、注目
すべきところがある：
21 fevrier. 
Madame Sand v1ent a minuit chez une de ses amies et veut pas・ 
ser la nmt chez ele. Bizarre conversation. 
この下に Dorisonの copieによる註が4行つけられており、すぐ次の文章
がつづいている：
Cette femme monstrueuse a dit hier tout a coup a son amie 
nouvelle : ≪Eh bien, c'est fini, je me suis donnee hier a [illisible].≫Elle 
a eu cet homme qui la meprisait et le lui disait. Ainsi, sans scru・ 
pule, elle trompe son amant pour lequel elle avait quitte son mari. 
Elle ajouta.it : Ilm'a traite comme une file. Il m'a dit : cen'est pas 
la peine de vous tramper un jour pour vous avoir une nuit. Il m'a dit : 
≪Vous avez le ton d'une file sans en avoir les avantages et la fiertも
d'une marquise sans en avoir les graces.≫') 
このあと、 2ページあとに ≪Apresle 6 mars≫ の文が来 (242ページ）、つ
いで244ページには ≪11mars≫ の文がある。これは一体どういうことであろう
か。サンドは、 2月21日か、そのすぐあとにつづくいつかに、すでにメリメと
の一夜を持ったのであろうか?[illisible]にしろ、これは明らかにメリメを指
すと思われ、 Dorisonがそのコヒ°ーにつけたノートから、彼もメリメを考えて
いたことが明らかである。 SimoneAndre-Mauroisは、この一節を、わざわ
ざ a[Merimee]とカッコの中を補なって、しかも、 ≪unsoir d'avril≫ のこと
として引用している 2)。とすると、 Vignyの日記の配列がまちがっているのだ
l) V1GNY (Alfred de), Le Journal d'un poete, t.I. (1823ー1841),Paris, Conard, 
1935, p. 239-240. 
2) ANDRE-MAUROIS (Simone), George Sand-Marie Doroal Correspondance砥
dite, p. 25. 
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ろうか? carnetのコヒ゜ だーとすれば、 日付の順序は、 狂わないはずである
が．．
さらに、「夫をすてて走った愛人を裏切った」という一節を考えてみよう。愛
人は、もちろん JulesSandeauであり、彼をうらぎる、ということは、 3月
6日と想定される 2人の ≪rupture≫ の前ということになる。 2月の20日すぎ
なら、 2人の仲はうまく行かなくなっているし、ありそうなことにも思える。
また、はっきり 2月21日と日付けのある文章の、 ≪Bizarre conversation≫ と
は、どんな内容だろうか？何か、メリメとのことに関係があるのだろうか？も
う一つ、 Vignyの ≪son am1e nouvelle≫ という表現に注意しよう。 サンド
が、 ドルヴァルと知り合ったのは33年の I月末と考えられ1)、 2月下旬なら
≪nouvelle〉〉であろうが、 4月末では〈,nouvelle〉〉と書くであろうか？
もう一つ。 2月18日のサンドの Dorvalあての手紙によると、マリーがこの
日、彼女を訪ねて来、折り悪しくサンドはそのとき Aulnayの Latouche邸
に行っていて不在だったことが判る。したがって、その埋め合せに、 21日にマ
リーの家に行ったことは充分考えられ、その点からは、 Vignyの日記の裏が
取れる、と言える。
ここで、では [illisible]の正体がメリメではなく誰かーたとえば、噂の高か
った Plancheだとは考えられないか、ということをみてみよう。 Plancheと
サンドの間柄が愛人関係にある、とは、当時の仲間は殆んど信じてはいたが、
何の証拠も残っていない。その上、この頃の Plancheは、サンドが Dorval
に近づくのを、 しきりに止め、 ためにサンドと一寸険悪になっていたし、 の
1) Lubin氏は、 1月14日から20日の間としている。 (cf.SAND, op. cit., p. 209 
et 241 note 2.)なお、 JacquesViventは 33年2月としている (JacquesVx-
VENT, La Vie p遥 ede George Sand, Paris, Hachette, Coll. ≪Les Vies Privees≫, 
1949, p. 130. いずれにしても、 33年の 1~2月とみるのが正しいようで従来の
32年説（サンドの自伝の盲信による）は、モロワ夫妻を含めて間違いのようである。
（モロワ夫人は、 サンドのドルヴァルあての手紙の内容から32年説を取ったが、
この手紙自体が、 33年のもののようである。 (cf. Simone Andre-Maurois, op. 
cit., p. 2 sq. ; Georges Lubin, Elle et Elle-Notes sur les debuts de l'amitie Sand-
Dorval―, in R.H.L.F., avril-juin 1958.) 
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ち、 6月に、サンドの愛人かそうでないかで Dumasと決斗しかけたぐらい
だから、一寸無理な推論であろう。となると、やはりこの Vignyの日記の人
物は、この人物の言ったというサンド評を読むと、まさに、メリメをずばりと
示すものと言えるし、メリメ以外に考えられなくなる。
では、一体、これらの矛盾は、どう解決したら良いのだろうか？ 残念なが
ら、こういう問題点がある、ということしか言えないようである。
ここで、第2の問題、つまり、サンドが全然喜ぴを感じないことを断言して
いる問題に入ろう。
この言葉のもつ意味を知るためには、サンドの当時の心理状態を知っておく
必要がある。その為に、さきにもその一部を引いたが、これまでしばしば引用
され、有名になっているサント・ブーヴヘの告白を、われわれも見てみる必要
がある：
D榊 tresvieille, et encore un peu jeune, je voulais en finir avec 
cette lutte ntre la veille et le lendemain, je voulais arranger tout 
de suite ma vie comme ele devait l'etre toujours. J'avais comme tout 
le monde des jours de volonte grave et de saine resignation, mais 
comme tout le monde j'avais des jours d'inquietude, de souffrance, 
d'ennui mortel. Ces jours-la, ,j'etais si deplorablement sombre et 
chagrine, que je desesperais de tout et que prete a m'aller noyer, je 
demandais au ciel avec angoisse s'il n'etait pas sur la terre, un 
bonheur, un soulagement, meme un plaisir.1> 
ここには、 Julesとの別れにつづく、彼女のやり切れない暗い気持がよく描
かれている。そういうときに彼女がメリメに出会ったことが次に述べられてい
る：
Un de ces jours d'ennui et de desespoir, je rencontrai un homme 
qui ne doutait de rien, un homme calme et fort, qui ne comprenait 
rien a ma nature et qui riait de mes chagrins. La puissance de 
1) SAND, op. cit., p. 374. 
(437) 
60 仏語•仏文学第五号
son esprit me fascina entierement, pendant huit jours je crus qu'il 
avait le secret du bonheur, qu'il me l'apprendrait, que sa dedai-
gneuse insouciance me guerirait de mes pueriles susceptibilites. Je 
croyais qu'il avait souffert comme moi et qu'il avait triomphe de 
sa sensibilite exterieure. Je ne sais pas encore si je me suis trom-
pee, si cet homme est fort par sa grandeur ou par sa pauvrete. Je 
suis touJours portee a cr01re le premier cas.') 
彼女は、彼の巧みな話術に乗って、彼こそ幸福をもたらしてくれる人だと思
い、夫からも Julesからも得られずにあきらめかけていた「喜び」を得られる
かもしれないと思いこむのである。
次は、いよいよ実験にふん切った理由の説明である：
Je ne me convainquis pas assez d'une chose, c'est que j'etais ab-
solument et completement Lelia. Je voulus me persuader que non, 
j'esperai pouvoir abjurer ce role froid et odieux. Je voyais a mes 
cotes une femme sans frein, et ele etait sublime ; moi austere et 
presque vierge j'etais hideuse dans mon egoisme et dans mon isole-
ment. J'essayai de vaincre ma nature, d'oublier les mecomptes du 
passe. Get homme qui ne voulait .m'aimer qu'a une condition, 
et qui savait me faire desirer son amour, me persuadait qu'il pou-
vait exister pour moi une sorte d'amour supportable aux sens, 
enivrant a l'ame. Je l'avais compris comme cela jadis, et je me 
disais que peut-etre n'avais-je pas assez connu l'amour moral pour 
tolerer l'autre : j'etais atteinte de cette inqmetude romanesque, de 
cette fatigue qui donne des vertiges et qui fait qu'apres avoir tout 
nie, on remet tout en question et l'on se met a adopter des erreurs 
beaucoup plus grandes que celles qu'on a abjure.es. Ainsi apres 
avoir cru que des annees d'intimite ne pouvaient pas me lier a 
1) SAND, op. cit., p. 374. 
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une autre existence, je m'imaginai que la fascination de quelques 
jours deciderait de mon existence. Enfin je me conduisisら trente
ans comme une file de 15 ans ne l'eut pas fait, et je commis la 
plus incroyable sottise de ma vie, je fus la maitresse de P M.1l 
ここには、 自身を Leliatごと感じ、 その悩みを作品として紙に叩きつける
とともに、やはり、その反面、実はそうでないんだ、という安堵の確証を得よ
うとした彼女の気持が、にじみ出ている一節ではないだろうか。
このメリメとの一件は、あまりにも薄ら笑いとともに語りつがれ、書きつが
れてきたが、このサンドの気持と、小説 Leliaとの関連性を見失わずに、正し
く評価すべきであり、ひんぱんに利用され乍ら、あまり正しく読みとられてい
ない、この告白のもつ心理の重要さは、もっと強調さるべきことのように思わ
れる。
ともあれ、しかし、その実験は、みじめな失敗に終ってしまう：
…le reste de l'histoire est odieux a raconter. Mais pourquoi 
aurais-:ie honte d'etre ridicule si je n'ai pas ete coupable? 
L'experience manqua completement. Je pleurai de souffrance, 
de de.gout et de decouragement. Au lieu de trouver une affection 
capable de me plaindre et de me dedommager, je ne trouvai qu'une 
raillerie amere et frivole. Ce fut tout…2) 
ここには、やはり駄目だったことに対するみじめな気持、悲しみと共に、協
力的でなかったメリメヘのうらみがましい気持が述べられている。結局、彼は
本気で彼女を愛していなかったわけであり、彼女の方は、彼を本気で愛しよう
としたのである：
Si P M m'avait comprise, il m'eut peut-etre aimee, et s'il m'eut 
aimee, il m'eut soumise, et si j'avais pu me soumettre a un homme, 
je serais sauvee, car ma liberte me ronge et me tue. Mais il ne me 
I) SAND, op. cit., p. 374-5. 
2) Id. 
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connut pas assez, et au lieu de lui en donner le temps, ce qui eut 
peut-etre艇 lemeilleur parti a tirer d'une sottise, je me decoura-
geai tout de suite et je rejetai la seule condition qui put !'attacher a 
m01. 
苦労して夫の圧制を逃れ、 パリでの自由を謳歌していたはずの彼女の口か
ら、こういう言葉が述べられるのは、些か意外でもある。が、しかしSandeau
との別離後の心の空白、女性解放の発言はしていても、やはり Lもliaだとい
うみじめな結果に対するショックの大きさ、そうしたものを考えるとき、我々
は彼女の心の中にかくされた女のか弱さを、かいまみれはしないだろうか？
それはともあれ、 Parturierは、メリメの口授と称する例の ≪copie〉〉を基に
して、その失敗の経緯を、メリメ側から次のように述べている：
≪A la suite de ce preambule, on revint au gite de Mm• Sand ; 
on soupa quelque peu et tout fut prepare pour le coucher des 
futurs conjoints. 
≪J'etais assis dans un assez hon fauteuil, attendant le moment 
ou la dame entrerait dans son lit. Elle fit done avec sa femme de 
chambre, en ma presence, tous les arrangements possibles de son 
deshabille, se mettant aussi a son aise devant moi que peut faire 
une vieille mariee se couchant devant son mari.>>') 
ここで Parturierの注釈が入る。メリメのような、つい最近も、 ≪sesbas 
plisses sur sa jambe en garaude〉〉をみたばっかりに、 Mm• Azurのもとに通
うのをやめたほどの ≪unhomme dもlicat〉〉にとって、サンドのこの古女房の
ようなふるまいは、大変なことだったのである、と 3)0 
その結果は目に見えている：
≪Bref la reunion se fit bientot sous la meme couverture, mais ici 
I) Id. 
2) PARTURIER, op, cit., p. 17-19. 
3) PARTURIER, op. cit., p. 19. 
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la scene change : soit d'un cote, soit de l'autre, des impossibilites 
se rencontl'ent; on s'impatiente des deux parts et dans une des 
scenes d'impatience, Mm• Sand mord fortement a l'epaule M. Me-
rimee. La nuit se passe enfin et la separation a lieu ainsi que cela 
devrait etre en fait mais non avec l'accompagnement des remer-
ciements reciproques qui s'adressent ordinairement en pareille ren-
contre.≫ 1) 
この当事者双方の発言をあわせ読むと、 2人の実験は一回きりで、とりかえ
しのつかぬ破局におわって了ったように見える。もちろん、サンドがLeliaで
あることにもよるが、メリメが、一たとえサンドが部屋着に着替えるさまをみ
てのショックのせいであるにせよ一当夜、 ≪babilan≫ だったことにもよる”。
ともあれ、伝説によれば、メリメは帰りぎわ、腹立ちまぎれにサンドの部屋
の暖炉の上に ≪Iaclassique piece de cinq francs〉〉を置き、 ≪Ellen'a meme 
pas su me .≫ と言ったということになっている。 Parturierは、 このつづき
として≪metendre une main secourable≫ という句を入れよう、と言ってい
るが、彼ももちろんこの伝説を信用しているわけではない3)。
こうして、 この実験は、 みじめな失敗に終ったが、 サンドはその感想を
Dorvalに伝え、 Dorvalはパリーおしゃべりの Dumasに伝え、あっという
間にパリ中に広がってしまう。サンドは、そのことを、さきに引いたサント・
ブーヴヘの手紙の中でこう書いている：
●● ,J'on a resume toute cette histoire en deux mots que je n'ai pas 
1) Ibid, p. 20-21. 
2) ≪babilan≫ とは、 Carrere 氏の説明では、 スタンダールの場合について
Henri Martineauがつけた注釈によると、 ≪Amoureuxplatonique par d如・et
de la nature≫ を意味するという。もちろん、メリメの場合もスタンダールの場
合と同じく、 ≪babilans≫denaissanceではなく、 ≪babilans≫d'imaginationt::.• 
ったわけである。 (cf.Carrere, op. cit., p. 126.) 
3) cf. PARTURIER, op. cit., p. 22-23. 
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dits, que Mm• Dorval n'a ni trahis ni inventes, et qui font peu 
d'honneur a !'imagination de Mr Dumas!) 
この一節にも、良く知られたオチがついており、カレーニン以下、皆が指摘
しているが、真相は、 マリーが事実、 サンドを裏切って、 しゃべったのであ
り、そのことが Journalintimeの Sketchesand Hintsの中に、 はっきり記さ
れている丸
では、サンドが、事実としては、マリーに言い、マリーがデュマに伝へたと
いう ≪deuxmots〉〉は、一体、何だったのであろうか。
Parturierは、それを、メリメが読み、 comted'Haussonville が、書き出
しのみしか伝えなかった、という ≪P.M.a cinq pieds cinq pouces…≫ であ
ると考えている”。 Lubin氏は、この言葉が、問題の言葉なのだろうか、少な
くとも Parturierはそう考えている、とのみ述べている 4)0 
1) SAND, op. cit., p. 375. 
2) この中で、サンドは、次のように彼女を弁護している： ≪Vousdites qu'elle 
m'a trahi. Je le sais bien, mais vous, mes hons amis, quel est celui d'entre 
vous qui ne m'a pas trahi ? Elle ne m'a encore trahi qu'une fois et vous, 
vous m'avez trahi tous les jours de votre vie. Elle a repete un mot que 
je lui avais dit. Vous m'avez tous fait repeter des mots que je n'avais 
pas dits.≫(1833) 続いて47年にも、 この一節をよみ返し、マリーヘの変らぬ友
情をつけ加えている。 (SAND,Journal /ntime, Paris, C.-Levy, 1926,p. 135.) 
また、 33年6月の、マリーあての手紙では、裏切られたことを承知で、なお友
情を示している： ≪Ch' . J d'hui je t'en prie. On ere am1e v1ens me vo1r au our 
dit des choses qm m'affiigent. J'ai besoin de [te] voir, de m'en rapporter 
a toi seule. Je'ne veux plus de ces querelles a cinq ou six, Un mot d'a-
mitie de ta bouche me vaudra mieux. Viens si tu m'aimes. A toi George 
(SAND, correspo叫'ance,p. 320-321). なお、 6月22日のマリーヘの手紙にも、相
変らず、 このおしゃべりの一件が問題となり、 Dumasゃ Buloz と議論したこ
とについて触れ、 J ≪en'ai rien a te pardonner. Tu n'as pas voulu me nmre, 
tu n'as pas de torts envers moi. Et puis ma confiance en toi ne peut pas 
hre alteree par une etourderie de ta part .. ≫(22 juin 1833, SAND, op. cit., 
p. 338.) と友情の変らぬことを強調している。
3) PARTURIER, op. cit., p. 23-24. 
4) SAND, op. cit., p. 321, note I. 
(442) 
≪J'ai eu Merimee cete nuit…)) (山方） 65 
ところで、 メリメが読み、 comte d'Haussonvilleが伝えた、 ということ
は、どういうことであろうか。はたして、これが、問題の言葉なのだろうか？
Jacques Viventは、その間のいきさつについて、こう説明しているードーソ
ンヴィル伯の言うところによると、 2人の仲違いの原因というものを、彼に伝
えたく思った人から手に入れた、いわばメリメの口述に近い話なのだが、とい
う前置きで、こう言っているというーメリメが、ある朝サンドと一緒に外出し
ようとサンドの家に訪ねてきて、彼女の着替えの間、彼女の部屋で待っている
時、ふと机の上の3冊のノートに気づく。 その一冊の大きなのは、 Leliaの原
稿で、小さい一冊には、 ≪MarieDorval≫ のことが書いてあった。ところが、
その下にもう一冊あるのを、メリメは見つける： Il le prend, et commence a 
lire a haute voix : ≪P.M. a cinq pieds cinq pouces…≫George Sand n'a 
pas plus tot entendu ces mots qu'elle se precipite hors de son cabinet, 
a demi vetue, et, malgre ses efforts, lui arrache des mains ce papier 
dont il n'avait pu lire que quelques lignes, vraies peut-etre, disait-il, 
mais peu flatteuses pour lui. Il avoue qu'il regrette beaucoup d'avoir 
ete honnete homme, et de n'avoir pas emporte, pour le bruler, ce 
manuscrit fait sur lui.≫')そして彼は、問題のドルヴァルに言った言葉として
は、この言葉ではなく、 ≪J'aieu Merimee cette nuit. C'est bien peu de 
chose.≫ を挙げている”。
また、 Vignyの日記のノートによると、 Dorisonは問題の言葉は、この
≪cinq pieds cinq pouces…≫ だと考えており、 その意味を ≪Commentun 
homme de cette taile a-t-il de ces petites manieres ?≫ だと解釈してい
る8)0 
他方、 J.Viventの方は、 その註の中で、 ≪Im.76.≫ とメートル法になお
し、メリメの身体的特徴の、その他の部分が、身長にふさわしくないことを意
1) VIVENT, op. cit., p. 126. 
2) Ibid. 
3) VmNY, op. cit., p. 240. 
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味するものと考えられている、と述べている 1)0 
ここで2説でてきたが、 サンドは、 どちらをドルヴァルに言ったのだろう
か。 大方の意見では、 Vivent説をとっているようである。 ただ Simone
Andre-Mauroisは、 ≪J'aieu Merimee cette nuit; ce n'est pas grand-
chose.l>と書き、 Andre Mauroisは、 ≪J'aieu Merimee hier soir; ce 
n'est pas grand-chose.≫ と書いている 2)。 また、 J.Davrayは、 ≪J'aieu 
Merim如 cettenuit; c'est bien peu de chose. いとなっており、 Carrere
氏には ≪J'aieu Merimee, cette nuit. C'est bien peu de chose.≫ とあ
る4)。いづれにしても意味は違わないが、皮肉な言い方をすれば、 伝記や研究
者の信用度を判定する資料として見れば、面白い面がある。
さて、では、 2人の関係は、本当に一晩限りだったのだろうか。少なくとも
モロワはそう考えているようである鸞われわれは、すでに Pontmartinが48
時間の ≪conquete〉〉である、と言っていることを見た。 一方、 Viventは、
comte d'Haussonvilleの話を引いたところで、次のように言っている：
Si ce recit correspond a larealite des choses, ces amours si bre-
ves ont pourtant excede l'espace d'une nuit. Merimee vient de 
l'exterieur, chercher George pour une promenade ; mais il est dもja
son amant, il en a l'autorite et les fai;ons, et d'ailleurs il est evident 
que le manuscrit contient des critiques d'ordre intime. Leur de-
ception mutuelle a done eu le temps de s'affirmer.•l 
つまり、問題の夜のあとも、 2人は続いていた、というわけである。
ところで、当事者の一方であるサンド自身は、 「一週間の間、メリメが幸福
I) VIVENT, op. cit., p. 126, note. 
2) ANDRE-MAUROIS (Simone), op. cit., p. 25. MAuR01s (Andre), Lelia ou la 
Vie de George Sand, Paris, Hachette, 1952, p. 174. 
3) DAVRAY (Jean), George Sand et ses amants, Paris, A. Michel, 1935, p. 99. 
4) CARRERE, op. cit., p. 130. 
5) MAUROIS, op. cit., p. 174. 
6) VIVENT, op. cit., p. 125-126. 
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のカギを握っていると思いこんだ」と、サント・ブーヴに告白していた。その
サント・ブーヴから聞いたこととして、 Ch.Didierは日記に≪dure20 jours≫ 
と書きつけていた。このサンドの 1週間と、サント・ブーヴの20日の差につい
て、 Lubin氏は、 サンドはメリメの烈しい求愛だけをかぞえ、 サント・ブー
ヴは接近工作全体を20日と数えたのであって、この2つの表現には、そんなに
矛盾はない、と言っている丸が、要するに、 2人のく〈fiasco≫ の晩が最後とみ
ているようである。
Th. Marix-Spireは、こうしたさまざまな意見について、 ≪Lesuns disen t 
quarante-huit heures, Sainte-Beuve, le seul et tardif confident, parle de 
vingt jours. M. Parturier a montre qu'il s'agissait au moins de quelques 
mois.≫2'と言っている。
ところで、当の Parturierだが、彼は確かに、 6月29日のサンドのメリメ宛
ての手紙をひき合いに出して、当夜の 2人の仲違いは軽いもので—少なくと
もサンドはそう深くメリメをうらんではいず、 2人の仲が最悪になるのは6月
以降だ、とのべている 3)。 しかし、全体をよく気をつけて読むと、彼は、 2人
I) SAND, op. cit., p. 32, note. 
2) M紐立—SPIRE, op. cit., p. 295. そのほか、 ReneDoumicは、 2人の関係は、
≪courtes et mauvaises〉)だったとのみ言っている (George Sa叫， Paris,Perrin, 
1909, p. 117.). また、 MauriceRoyaは、 1週間 (GeorgeSand ((Collection 
Les Grandes A加加euses),Paris, Edit. du Laurier, 1928, p. 41), Davrayは、
ごていねいに、 サンドの言っている 1週間は嘘で、 1晩だけだ、 と言っている
(op. cit., p. 100). カレーニンは、はっきりした期間については言及していない。
3) PARTURIER, op. cit., p. 25-27. なお、そのサンドの手紙の全文は、次のよう
なものである。
Mon ami, j'apprends par les journaux, que vous etes secretaire d'ambas-
sade. C'est une bonne nouvelle pour moi, puisque C'est une chose que 
vous desiriez depuis longtemps et qui se realise. Je suis toujoui:s votre 
amie, est-ce que vous n'etes plus le mien? Je ne vous vois plus du tout. 
M'avez-vous tout a fait oublie? C'est mal. 1 ne faut pas partir pour 
l'Espagne sans venir me dire adieu. Dites-moi quand vous pourrez me 
voir afin que je vous attende et que mon -portier vous laisse monter. Mais 
ne venez ni dimanche soir, ni lundi soir. (SAND, op. cit., p. 344) 
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の実際の関係は一晩だけで、しかもそれは、 ≪ce fut un fiasco sans lende-
main≫1>だと考えていることが判る。つまり、 2人の恋人としての関係はこの
夜かぎりで、あとは憎悪の程度の問題で、取り返しのつかないほど、それがひ
どくなるのが6月以降だ、といっているのである。
ところが、 OstenSodergardが、 1959年に Revuedes Sciences humainesに
Parturierを批判した GeorgeSand et Prosper Merimeeなる論文を発表し、問
題の ≪duree≫ について論じたのである。 彼の論旨には些か注目すべき点があ
るので、一寸ここで検討してみたいと思う。彼はまず、 Parturierの唯一のよ
りどころである例の ≪H.B.≫ を疑ってかかり、結局メリメ側の documentsは
一つもない、とする。ついで、サンド側の documentsに移り、 S'"-Beuveへ
の告白に触れている。そして、この手紙の印象では、一晩だけのような印象を
受けるが、従来一番新らしいモロワに至るまでづっと削除されていたテクスト
の ≪etje commis la plus incroyable sottise de ma vie. J e fus la mai-
tresse de P.M.≫ の箇所に注意すべきであり、こういう表現をするということ
は、 2人の関係が、いくらか続いた後の総合判断だと考えるべきだ、と次のよ
うに言っている：
Leurs relations ont du se prolonger au moins quelques temps et 
quand ele parle d'une experience manquee, i doit s'agir d'un 
jugement d'ensemble sur son entreprise et son envie d'incorporer 
l'homme pour de hon. Mais Merimee, comme les autres veritables 
hommes clans sa vie, a du se fatiguer et a battu en retraite. 
そして、 Leliaの中に、 このメリメとの体験が投影しているとして、 Lelia 
が彼女の ≪impuissance≫ を告白する場面を引き、この告白は、 その細部にお
いて、サンドの手紙の部分とひどく類似していることを比較論証し、 1833年の
春中ずっとサンドとサント・ブーヴの間で、 Leliaについてのやりとりが続い
ており、しかも、この第2巻を書いている時に、サント・ブーヴヘの告白の手
紙を書いたのだから、この2つの間に、同じ表現、同じ字句が出るのは当然で
1) PARTURIER, op. cit., p. 10. 
(446) 
≪J'ai eu Merimee cete nuit…}) (山方） 69 
ある、と述べ、 Leliaは、 このメリメとの体験の小説化であり、したがって2
人の関係は、かなりの間、続いたのだ、としている丸
ところで、 PierreReboulは、その Leliaの新しい editionを編さんする
に当って、この Sodergardが証拠として引用した箇所に註をつけて、この箇
所は明らかに、サンドがメリメと出合う前に書かれたもので、手紙の方が小説
を真似たのであって、その逆ではない、と言っている文
Carrere氏は、この Sodergiird説についても言及し、彼の主張について、
わざわざ Parturierに問い合わせて、その結果を次のように言っている：
Maurice Parturier aflirme une fois de plus que le texte du chan-
celier Pasquier qu'il a utilise est formel. 1 lui parait impossible 
que le plus haut magistrat du Royaume ait inventもlespropos qu'il 
rapporte. Quant au fiasco, 1 est persuade qu'il fut total et il pre-
cise que si George se considもraitcomme la maitresse de Mもrimee,
c'est parce qu'elle s'etait donnもea lui, meme s'il n'avait pas pu la 
prendre. 1 est persuade aussi que cette defaite amoureuse fut sans 
lendemain et que les differentes durees indiquees par les contempo-
rains ont trait sans doute aux delais qui s'ecoulerent entre le debut 
des relations et la nuit manquee. 
そして、 ≪Chacunfera son choix entre ces deux theses opposees de 
deux chercheurs sinceres etとgalementconvaincus de la soliditもdeleur 
argumentation.≫ と、その選択を読者にゆだねている鸞
そして彼は、そのあとつづけて、いずれにしても 2人は例の失敗の夜以降、
すぐではなくとも急速に会わなくなったが、 不和はそれほどひどくはなかっ
た、と例のサンドの6月29日の手紙を引きあいに出している。そして、 2人の
1) SonERGARD (Osten), George Sand et Prosper Merimヽein Revue des Sciences 
Humaines, oct.-dec., 1959, p. 447-452. 
2) SAND (George), 丘lia(texte etabli, presente et annote par Pierre Re-
boul), Paris, Garnier (Classiques Garnier), 1960, p. 173; note 1. 
3) CARRERE, op. cit., p. 131. 
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仲違いを決定的にしたのは、サント・ブーヴが例のサンドの告白の手紙の内容
をバラしたため、忘れられかけていた噂が又もえあがった。が、それもさして
ひどくはなく、翌34年6月23日、 当時 Mussetとベニスにいたサンドに宛て
た、 「ローマに行かれるのでしたらベイル氏に手紙を書きなさい…」という手
紙1)を引き合いに出して、 メリメの方の遺恨も見られない、 と述べている丸
つまり、 Carrere氏によると、 2人は少しも従来一般に使われていた表現
である、 ≪brouillesa mort)>の状態で別れたのではない、ことになる。
＊＊ 
以上、サンドとメリメの、あまりにも伝説化された関係について、できるだ
け客観的に資料と諸家の意見とを検討してきたつもりである。とはいえ、何と
いっても問題が問題だけに確実な資料が不足しており、はっきりと事実を再建
することは、もはや不可能に近い。しかし、以上の検討だけからしても、事実
の輪郭は、かなり、はっきりし、どんな点に問題があるのかが、はっきりとし
てきたと思う。そのうえ、いろいろと難かしく、かつ興味のある問題点を持つ
小説 Leliaの解釈に当って、 Trenmor=Merimee? の問題も含めて、メリメ
の占める位置の重要性、ことに、なによりも、 メリメに ≪l'oubljet la con-
solation≫ を求めざるを得なかった3)、当時の彼女の心境、 petitJulesとAl-
fredの間の谷間にいた彼女の心理、 自身を Leliatごと思いたくない気持、そ
ういったことがらを、はっきり理解しておくことの重要性が強く認識されたこ
とと思う。
これまで見てきたように、 この主題に近ずいた人は多いが、 僅か1X 16.5 
の、しかも本文は9ページから30ページまでのたった22ページの Parturierの
I)サンドと Mussetは，すでに33年12月15日に Lyonから Marseilleに下る
船に Stendhalと乗り合わせて、面識ができていたが、メリメはその事実を未だ
知らなかったのである。 (cf.Sand, Correspondance, t. I, p. 450 note et p. 650-
651) 
2) CARRERE, op. cit., p. 131ー133.
3) KARENINE (Wladimir), George Sand. Sa vie et ses (1/UOTes, Paris, Ollendorff, 
1899, t. I, p. 396. 
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小冊子がまき起した波らんは実に大きなものがあったのである。これからも純
粋に学問的に、真実を再建しようとする態度に基づいて新しい資料がどこから
か、提出されることを期待したい。
われわれは、以上の検討にもとづいて、われわれ独自の見解を出すことば慎
みたい。勝手な推理や想像は、全く意味のないものだからである。
ともあれ、幾度となく試みては、その度により大きな傷を受けつづけていっ
た GeorgeSand。あわれといえばあわれだが、 その度毎に大苔く成長してい
ったとすれば、またそれでも良かったのであろうか。彼女の表現を借りて言え
ば、神様がそのように、 ≪clanssa loi de nature≫ に決めていらっしゃったこ
とだったのだろうから…… 021268) 
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